
茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
が
二

年
目
を
迎
え
、
こ
の
度
、
会
報
誌
「
ま
ち
ぢ
か

ら
」
第
二
号
を
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
五
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
当
連
絡
会

は
、
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
及
び
市
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
計

画
に
沿
っ
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、
地
区

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
等
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、
自
治
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
団
体
や
地
域
住
民
の
方
々
に

よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
設
立
さ
れ

た
組
織
で
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
活
動
、
環
境

美
化
活
動
、
子
ど
も
や
高
齢
者
・
子
育
て
世
代

な
ど
へ
の
支
え
あ
い
活
動
、
そ
し
て
地
域
の
だ

れ
も
が
触
れ
合
え
る
親
睦
活
動
な
ど
、
多
く
の

公
益
を
増
進
す
る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
目
指
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
等
に
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り

組
み
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
茅
ヶ
崎
市
の
明

る
い
未
来
の
た
め
に
、
当
連
絡
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
今
後
も
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
活
動
を
は
じ

め
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
取
り
組
み
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
こ
の
十
月
に
市
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
人
口
は
二
十
四
万
人
を
超
え
、
湘

南
の
中
核
都
市
と
し
て
様
々
な
賑
わ
い
が
生

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の

姿
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て

ご
尽
力
さ
れ
た
先
人
の
方
々
、
そ
し
て
市
民
の

み
な
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
る
も
の
と
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

社
会
情
勢
が
複
雑
に
な
り
地
域
課
題
が
多

様
化
す
る
中
、
昨
年
は
、
子
育
て
支
援
事
業
や

広
報
事
業
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
各

協
議
会
か
ら
様
々
な
事
業
を
提
案
、
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
継
続
し
て
行
わ

れ
て
い
く
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に

培
わ
れ
て
き
た
文
化
や
人
の
つ
な
が
り
が
、
ま

ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
取
り
組
み
を
通
し
て
さ

ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
70
周
年
を
、
次
世
代
へ
タ
ス
キ
を
つ
な

ぐ
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
と
ら
え
、
未
来
の

茅
ヶ
崎
市
が
誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
の
一
層
の
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各地区で取り組みが進んでいます

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会

会　
長　
　

細　
田　
　
　
勲

茅
ヶ
崎
市
長　
　

服　
部　
信　
明

【地区まちぢから協議会相互の親睦と連携】
（１）総会及び定例会・役員会（毎月、ただし４月は除く）の開催
（２）研修会等の開催
（３）退任委員への表彰状の贈呈
【地域振興の研究】
（１）地域課題への支援
（２）先進都市視察　
【行政への協力】
（１）各種審議会及び委員会への委員の推薦
（２）行政等からの依頼事項の周知

【地域活動の情報交換】
（１）地域で取り組む事業活動の報告
（２）会報誌の発行
（３）ホームページの運営

平成29年度茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会事業計画

組織図
自治会をはじめとする各種団体・地域の方々

茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会

（平成29年8月1日現在）

小
出
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会

浜
須
賀
地
区
ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

小
和
田
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

松
林
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

鶴
嶺
西
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

南
湖
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

海
岸
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

茅
ヶ
崎
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
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茅
ヶ
崎
南
地
区
は
、
本
年
三
月

十
八
日
に
設
立
総
会
を
行
い
、
茅
ヶ

崎
地
区
の
東
海
道
線
以
南
五
自
治
会

（
若
松
町
幸
、幸
町
、共
恵
海
岸
通
り
、

共
恵
中
央
、
共
恵
東
）
と
海
岸
地
区

の
中
海
岸
自
治
会
に
よ
り
再
編
成
が

行
わ
れ
、
六
自
治
会
を
中

心
に
し
た
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
編
成
が
な

さ
れ
て
も
、
今
後
は
、
近

隣
地
区
（
茅
ヶ
崎
地
区
・

海
岸
地
区
）
と
の
情
報
・

意
見
交
換
等
を
十
分
に
進

め
る
こ
と
も
重
要
な
事
業

展
開
に
必
要
で
あ
る
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
趣
意
書
、
規
約

も
成
立
し
、
運
営
委
員
会

の
構
成
委
員
及
び
基
本
事

業
方
針
の
下
、
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

事
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

分
野
に
は
、「
安
全
・
防
災
」「
地
域

活
性
化
」「
福
祉
」
を
中
心
に
、
議
論

を
重
ね
、
各
テ
ー
マ
毎
の
事
業
に
分

化
し
て
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
社
協
も
本
年
四
月
に

設
立
し
、
こ
の
下
部
組
織
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
る

べ
く
役
員
の
皆
さ
ん
が
奮
闘
中
で
す
。

茅ヶ崎南地区まちぢから協議会

行政との協議の様子

地
域
力
の
結
集

「
茅
ヶ
崎
南
地
区
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
」の
誕
生
！

５ 月13日（土）
11月11日（土）

地域一斉美化清
掃

茅ヶ崎
　　南地区内

８ 月26日（土） 市民集会 高砂コミセン
９ 月24日（日） 市民体育祭 茅ヶ崎小学校
10月1５日（日） 防災訓練 茅ヶ崎小学校
6 月、10月、2 月 近隣地区との交換会 未定

高砂緑地で開催される海岸地区梅まつり（2月11日（日））は、 
海岸地区と一緒に開催できるよう、意見交換を行う予定です。
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南
湖
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、

他
の
地
区
に
比
較
す
る
と
小
規
模
で

す
が
六
自
治
会
が
牽
引
す
る
形
で

十
三
の
団
体
と
公
募
委
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

婦
人
会
、
民
生
児
童
委
員
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
諸
団
体
役
員
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
青
少
年
育
成
推
進

協
議
会
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
等
の
役
員
を
兼
務
す
る

こ
と
で
連
携
を
深
め
、
迅
速
な
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
は
、
月
二
回
三
十
名

程
が
西
浜
小
の
下
校
時
安
全
見
守
り

を
通
学
路
六
カ
所
で
行
い
、
月
一
回

の
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
警

察
署
南
湖
駐
在
員
の
参
加
も
得
て
、

三
十
名
弱
が
二
つ
の
ル
ー
ト
に
分
か

れ
、
メ
ガ
ホ
ン
で
盗
難
防
止
や
振
り

込
め
詐
欺
の
注
意
喚
起
、
児
童
見
守

り
等
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま

す
。

湘
南
地
区
で
は
、
地
域
を
よ
り
良

く
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の

情
報
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ま
し
た
。
地
域
で
活
動
す
る
様
々

な
団
体
の
活
動
内
容
を
随
時
更
新
し
、

地
域
の
方
が
地
域
を
い
つ
で
も
分
か

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
に
と
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を
行
い
、
青
少

年
育
成
、
不

法
投
棄
防
止

な
ど
の
環
境

美
化
、
犯
罪

抑
止
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、

地
域
の
見
回

り
活
動
を
多

く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ

き
、
改
め
て

湘
南
地
区
の

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

年
は
、
広
報
紙
の
発
行
や
、
地

区
を
代
表
す
る
祭
り
、
わ
く
わ
く
公

園
「
さ
く
ら
祭
り
」
を
さ
ら
に
地
域

の
多
く
の
方
が
参
画
で
き
る
よ
う
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
地

域
の
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
交
流
の

場
で
す
。
地
域
全
体
で
取
り
組
む
課

題
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
楽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

当
地
区
は
、
他
地
区
よ
り
「
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
」
体
制
へ
の
移
行
が

遅
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月
に
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
従
来
も
、

自
治
会
代
表
に
主
要
五
団
体
を
加
え

た
形
で
自
治
会
連
合
会
を
運
営
し
て

お
り
、
こ
こ
に
学
校
や
福
祉
関
係
の

団
体
等
を
委
員
に
加
え
た
体
制
で
、

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
伴
い
自

治
会
連
合
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

地
域
内
の
諸
団
体
に
は
自
治
会
か

ら
役
員
派
遣
の
体
制
を
と
っ
て
い
る

こ
と
、
行
政
側
の
支
援
体
制
も
当
分

変
化
は
無
い
こ
と
か
ら
、
従
来
通
り

の
運
営
を
継
続
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

新
し
い
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
中
で

の
位
置
付
け
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

旧
自
治
会
連
合
会
か
ら
、
自
治
会

部
会
と
防
災
部
会
を
分
離
・
発
足
さ

せ
て
、
行
政
と
の
連
携
と
地
域
内
で

の
連
絡
調
整
を
図
る
と
共
に
、
複
数

年
任
期
で
継
続
性
の
あ
る
防
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
、
本
年
三
月
に
東
海
道
線
以
北
の

十
九
の
自
治
会
と
地
域
で
現
在
活
動

す
る
十
一
団
体
で
再
編
成
し
ま
し
た
。

多
く
の
地
域
住
民
と
の

接
点
を
持
つ
自
治
会
は
、

会
長
間
の
連
絡
会
を
組
織

し
、
協
議
会
と
各
団
体
の

資
金
面
を
含
め
た
支
援
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
、
自

治
会
を
中
心
に
し
た
福
祉

分
野
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

分
野
、
青
少
年
育
成
分
野
、

交
流
絆
づ
く
り
分
野
、
地

域
振
興
関
係
分
野
を
含
む

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。委

員
の
意
見
交
換
の
機

会
を
よ
り
多
く
か
つ
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
の
会
議
内
容

の
伝
達
を
速
や
か
に
行
う
べ
く
、
全

委
員
の
集
ま
り
で
あ
る
運
営
委
員
会

を
毎
月
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

と
し
て
の
新
た
な
事
業
は
未
決
定
で

す
が
、
焦
ら
ず
各
分
野
の
委
員
と
情

報
交
換
を
進
め
な

が
ら
一
歩
ず
つ
歩

む
予
定
で
す
。

茅
ヶ
崎
市
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
計
画
の
中
で
、
災
害
発
生
時
等
の

役
割
と
し
て
、『
自
治
会
及
び

自
主
防
災
組
織
』
は
、
市
へ
の

『
支
援
情
報
（
救
援
ニ
ー
ズ
）

提
供
』
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
助
・
共
助
で
は
対

応
で
き
な
い
。
助
け
が
必
要

だ
！
と
、
安
否
確
認
等
で
判
断

し
た
時
、
速
や
か
な
公
的
支
援

へ
の
救
助
・
出
動
要
請
が
『
情

報
伝
達
』
で
あ
る
こ
と
も
図
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
で
の
緊
急
課
題
は
情
報

伝
達
の
『
具
体
的
内
容
』
で
あ

り
、
安
否
確
認
を
『
単
位
自
治

会
』
で
訓
練
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

鶴
嶺
東
地
区
九
自
治
会
は
、

こ
の
訓
練
に
取
り
組
み
三
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
英
知
と
汗
を

要
す
る
、
永
年
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。法

制
下
で
の
茅
ヶ
崎
市
避
難
行
動

要
支
援
者
支
援
計
画
は
、
官
民
一
体

の
実
践
に
待
っ
た
な
し
で
す
。
安
否

確
認
の
情
報
交
換
も
積
極
的
に
や
り

た
い
も
の
で
す
。

海
岸
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は

十
二
自
治
会
、
地
区
社
協
、
学
区
推

進
協
、
地
区
体
育
振
興
会
、
民
児
協
、

海
岸
コ
ミ
セ
ン
、
海
岸
ボ
ラ
セ
ン
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
二
十

団
体
を
構
成
団
体
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
二
年
目
の
活
動

と
し
て
は
、
市
民
集
会
、

地
域
防
災
訓
練
、
高
砂

緑
地
で
の「
梅
ま
つ
り
」

な
ど
の
行
事
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
広
報

誌
の
発
行
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
普
及
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た

活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、
当
地
区
で
は

津
波
対
策
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
住
宅
密
集
地

域
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

火
災
へ
の
備
え
が
焦
眉
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
に
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
中
海
岸
地
区
が

茅
ヶ
崎
南
地
区
と
し
て
分
離
独
立
し
、

地
域
世
帯
数
も
大
幅
に
減
少
し
ま
す

が
、
茅
ヶ
崎
南
地
区
の
協
力
も
得
て

従
来
に
も
増
し
て
活
発
な
地
域
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南湖地区まちぢから協議会

鶴嶺西地区まちぢから協議会

鶴嶺東地区まちぢから協議会湘南地区まちぢから協議会

茅ヶ崎地区まちぢから協議会

海岸地区まちぢから協議会

９ 月 3 日（日） 市民集会 鶴嶺西コミセン
10月 ８ 日（日） 鶴嶺地区体育祭（東西地区合同） 鶴嶺中学校
11月 ５ 日（日） 地区防災訓練 各自治会および学校他

５ 月13日（土）
11月11日（土）地区一斉美化清掃 茅ヶ崎地区内

９ 月10日（日）市民集会 茅ヶ崎地区コミセン
10月14日（土）地区防災訓練 梅田小学校
12月16日（土）市議会議員との意見交換会 茅ヶ崎地区コミセン

10月 7 日（土）海岸地区市民集会 福祉会館
10月 ８ 日（日）地区体育祭 東海岸小学校
10月2８日（土）海岸地区防災訓練 東海岸小学校
11月1９日（日）ふれあいの集い 福祉会館
2 月11日（日）梅まつり 高砂緑地

８ 月 6 日（日）市民集会 鶴嶺東コミセン
10月 ８ 日（日）鶴嶺地区体育祭（東西地区合同）鶴嶺中学校
11月 4 日（土）コミセンふれあいまつり 鶴嶺東コミセン
11月の祝土日 防災訓練（安否確認等） 鶴嶺東地区 ９ 自治会
1 月 6 日（土）鶴嶺東地区賀詞交歓会 鶴嶺東コミセン

市民集会

わくわく公園「さくら祭り」

スマホからも

地区防災訓練（萩園中）

防災訓練（安否確認：情報収集と情報伝達）

定期総会

地域防犯パトロール

安
全
で

　
安
心
し
て
住
め
る

地
区
づ
く
り

茅
ヶ
崎
地
区

　
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

新
た
な
ス
タ
ー
ト

住
ん
で
良
か
っ
た

ま
ち
づ
く
り

広
げ
よ
う
地
域
の
輪

災
害
発
生
時
等
の

『
情
報
伝
達
』っ
て
何
？

ゆ
っ
く
り
と
着
実
に

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

6 月17日（土）ふれあい南湖市民集会 南湖公民館
８ 月1５日（火）納涼盆おどり 西浜小学校
９ 月 ９ 日（土） 合同防災訓練 西浜小学校
９ 月24日（日） 敬老福祉のつどい しおさい南湖
10月 ８ 日（日） 大運動会 西浜小学校
11月12日（日） 南湖ふれあいまつり 南湖会館
12月 2 日（土） 日本の歳越し行事 南湖公民館
3 月 3 日（土）
　　 4 日（日）南湖公民館まつり 南湖公民館

９ 月16日（土）中島中学校地域交流会 中島中学校
９ 月23日（土）意見交換会（市民集会） コミセン湘南
10月 1 日（日）防災訓練 中島中学校
10月1５日（日）体育祭 柳島小学校
11月 ５ 日（日）子どもコミセンまつり コミセン湘南
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松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は

五
月
十
七
日
三
十
三
名
の
運
営
委
員

が
全
員
出
席
し
て
、
平
成
二
十
八
年

度
総
会
と
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回

運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成

二
十
九
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

今
回
は
毎
月
第
一
週
と
第
三
週
の

日
曜
日
の
朝
に
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
で
開
催
し
て
い

る
、
松
浪
朝
市
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
平
成
二
十
一
年
、
近
く
に
ス
ー

パ
ー
が
な
く
て
不
便
だ
と
い
う
、
海

岸
に
近
い
地
域
の
高
齢
者
の
声
に
答

え
て
、
自
治
会
連
合
会
の
主
催
で
国

道
１
３
４
号
沿
い
の
お
店
の
駐
車
場

で
朝
市
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
二
十
七
年
四
月
か
ら
松
浪
コ
ミ
セ

ン
の
駐
車
場
に
移
動
し
ま
し
た
。「
海

辺
の
朝
市
の
会
」
の
ご
協
力
で
常
時

八
台
ほ
ど
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
季
節
の

新
鮮
な
野
菜
や
お
花
が
並
び
ま
す
。

珈
琲
の
お
店
も
あ
り
ま
す
。
八
時
か

ら
九
時
と
い
う
こ
と
で
時
間
前
か
ら

近
隣
に
お
住
い
の
方
々
が
集
ま
り

い
っ
ぺ
ん
に
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
に
近
い
自
治
会
か
ら
役
員

が
出
て
準
備

や
交
通
整
理

に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
ま

た
毎
年
二
月

頃
に
朝
市
の

会
の
皆
さ
ん

と
松
浪
地
区

の
担
当
者
と

の
間
で
懇
談

会
を
開
い
て

い
ま
す
。

小
和
田
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る
小
和
田

コ
ミ
セ
ン
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
開

設
し
て
以
来
三
十
年
間
、
多
く
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
き
、

今
や
地
域
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。

三
十
年
の
長
い
歳
月
は
、

当
コ
ミ
セ
ン
を
取
り
巻
く
事

物
・
人
或
い
は
風
景
す
ら
も

時
の
流
れ
に
呑
み
込
み
消
し

去
っ
て
い
ま
す
。
変
り
行
く

ふ
る
さ
と
の
姿
を
後
世
に
伝

え
た
い
と
の
思
い
か
ら

「
三
十
周
年
記
念
誌
」
の
編

さ
ん
を
計
画
し
、
只
今
そ
の

資
料
集
め
を
始
め
て
い
ま
す
。

恒
例
の
コ
ミ
セ
ン
祭
り
も

十
一
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
「
創
設
三
十
周
年

記
念
」
と
「
市
制
70
周
年
記
念
」
が

重
な
る
年
で
も
あ
り
、
双
方
の
記
念

行
事
的
要
素
を
如
何
に
盛
り
込
む
か
、

目
下
思
案
の
最
中
で
す
。

三
十
年
の
時
を
経
た
当
施
設
は
、

老
朽
化
し
て
い
ま
す
が
き
め
細
か
い

保
守
管
理
に
よ
り
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
、

皆
様
に
気
持
ち
良
く
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
運
営
に
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し

ま
す
。

ま
ち
ぢ
か
ら
設
立
三
年
が
経
過
し

た
中
で
、
地
域
に
な
か
な
か
浸
透
し

て
い
か
な
い
こ
と
を
反
省
し
、
四
部

会
制
か
ら
実
態
に
合
わ
せ
た
部
会
七

部
会
と
目
的
別
三
部
会

の
合
計
十
部
会
制
に
す

る
こ
と
が
総
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
の
作
成

中
で
あ
る
「
小
出
子
ど

も
の
街
宣
言
」
や
「
小

出
マ
ッ
プ
」
を
完
成
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
、
子

ど
も
の
見
守
り
活
動
は

引
き
続
き
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

新
し
く
部
会
と
し
て

立
ち
上
が
っ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
健
康
部
会
」
で

は
、
今
ま
で
の
地
区
体
育
祭
、
球
技

大
会
等
に
加
え
て
何
か
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
的
な
イ
ベ
ン
ト
（
地
域
の
よ

り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
）
が
で

き
な
い
か
考
え
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
な
通
学
路
確
保
の

た
め
の
「
七
曲
り
県
道
整
備
部
会
」

や
「
下
寺
尾
遺
跡
部
会
」「
小
出
小
学

校
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
部
会
」
は

先
の
長
い
活
動
に
な
り
ま
す
の
で
気

長
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
林
地
区
の
子
ど
も
部
会
で
は
、

子
ど
も
と
親
子
の
居
場
所
づ
く
り

「
お
む
す
び
松
林
」
と
、
学
習
支
援

と
夕
食
支
援
「
ふ
く
ろ
う
塾
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

「
お
む
す
び
松
林
」
は
地
区
内
の

空
家
を
利
用
し
て
子
育
て
世
代
を
孤

立
さ
せ
な
い
た
め
の
事
業
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
年
配
の
方

も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
お
り
、
多
世

代
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
若
い
お
母
さ
ん
と
ち
い
さ

な
お
子
さ
ん
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
手

作
り
お
む
す
び
を
食
べ
た
り
す
る
光

景
は
と
て
も
和
や
か
で
す
。

中
学
一
・
二
年
生
を
対
象
に
し
た

学
習
支
援
活
動
の
「
ふ
く
ろ
う
塾
」

で
は
地
域
の
支
援
者
が
じ
っ
く
り
勉

強
を
見
て
く
れ
ま
す
。
学
習
の
前
に

皆
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
の
が

「
ふ
く
ろ
う
塾
」
の
定
番
で
す
。

他
の
部
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
、
や
さ
し

さ
あ
ふ
れ
る
松
林

地
区
を
実
現
し
ま

す
。

湘
北
地
区
は
、
甘
沼
、
香
川
、
松

風
台
、
鶴
が
台
団
地
、
み
ず
き
の
各

自
治
会
で
は
、
子
育
て
中
の
親
と
子

ど
も
の
遊
び
の
場
と
お
し
ゃ
べ
り
を

通
し
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
マ
マ

達
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
浜
須
賀
地
区
に
お
い
て
内

閣
府
と
茅
ヶ
崎
市
と
協
力
し
て
「
世

界
津
波
の
日
（
十
一
月
五
日
）」
に

合
わ
せ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓

練
内
容
は
応
急
救
護
訓
練
と
防
災
講

話
で
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
炊

き
出
し
の
カ
レ
ー
を
参
加
者
全
員
で

頂
き
ま
し
た
。
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
住
民
の
意
識
向
上
に
大
変
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
集
会
に
お
い
て
は
、
一
昨
年

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
鉄
砲
道
の
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
が
昨
年
完
成
し
、
そ

の
使
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
問
題
提
起
の

中
、
可
能
な
こ
と
は
実
施
に
向
け
働

き
掛
け
、
ま
た
行
政
側
の
考
え
を
地

域
の
住
民
も
理
解
し
て
い
く
と
い
う

良
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
減
災
に
取
り
組
み
、
安
全

安
心
な
街
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

松浪地区まちぢから協議会

小出地区まちぢから協議会

湘北地区自治会連合会

小和田地区まちぢから協議会

松林地区まちぢから協議会

浜須賀地区まちのちから協議会

名　　　称 開　　催　　日　　時 場　　　所
にこにこサークル 毎月第 1 、第 3 、第 ５ 金曜日10:00～1５:00 香川自治会館
きらきらぼし 祭日を除く毎週月曜日10:00～14:00 鶴が台小学校　多目的室
まつぼっくり 毎月第 1 、 第 3 火曜日10:00～12:00 松風台自治会館
みずきッズ 毎月第 2 、 第 4 木曜日10:00～12:30 みずきコミュニティハウス

スウィートポテト 毎月第 4 水曜日10:00～14:00
（12月、 3 月は第 3 水） 甘沼自治会館

たんぽぽはうす 毎週月曜日、 木曜日10:30～1５:30 たんぽぽはうす（香川3-4-５）
香川駅前子育て
支援センター

毎週月曜日～金曜日と第 1 、
　　　　　　　　第 3 土曜日10:00～1５:00

香川駅前子育て
　　　　　　支援センター

その他、香川公民館では、子育て支援及び健康相談も行っていますのでご相談ください。

7 月23日（日）小出コミセンまつり 小出コミセン
９ 月24日（日） 市民集会 小出コミセン
10月 1 日（日） 防災訓練 小出小学校
10月 ８ 日（日） 小出地区体育祭 小出小学校
10月21日（土） 子ども大会 小出小学校
11月12日（日） レインボーフェスティバル 里山公園
12月1５日（金）
　　16日（土）

下寺尾七堂伽藍記念
イベント 下寺尾現地

2 月11日（日）住民のつどい 小出コミセン

10月 ８ 日（日）地区大運動会
（松林・小和田地区合同）赤羽根中学校

10月2９日（日）地区福祉バザー 松林公民館
11月1９日（日）地区防災訓練 松林小学校
12月 3 日（日）餅つき大会 松林公民館

８ 月12日（土）
13日（日）盆踊り大会 松浪小学校

９ 月24日（日）福祉ふれあいまつり 松浪小学校
10月 ８ 日（日）体育祭 松浪小学校
11月1９日（日）地区防災訓練 松浪小学校・中学校
11月26日（日）市民集会 松浪コミセン
1 月13日（土）賀詞交歓会 松浪コミセン

防災訓練

市民のつどい

ふくろう塾

おむすび松林

子育てサロン

【子育てサロン開催日時及び開催場所】

グル－プ討議

コミセン祭り屋外風景

地
域
の
輪
が
広
が
る

「
松
浪
朝
市
」

地
域
の
皆
様
に
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に

部
会
制
度
の
見
直
し
を

�

行
い
ま
し
た

子
育
て
サ
ロ
ン
で

　
親
子
の
交
流

（
子
育
て
支
援
）

『
あ
り
が
と
う
30
周
年
』

―
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
―

小
和
田
コ
ミ
セ
ン

９ 月 2 日（土）市長と語る会
（市民集会） 小和田コミセン

10月 ８ 日（日）地区大運動会
（松林・小和田地区合同）赤羽根中学校

10月1５日（日）小和田地区防災訓練 小和田小学校
11月 ５ 日（日）小和田コミセン祭り 小和田コミセン

活 動 紹 介

松浪朝市

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

地
域
を
目
指
し
て
！

浜
須
賀
地
区

ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

防災訓練

９ 月 ９ 日（土）敬老のつどい 浜須賀会館
10月 1 日（日）地区体育祭 浜須賀小学校

10月 7 日（土）防災訓練 浜須賀小学校・
中学校

10月21日（土） 会館祭り 浜須賀会館
1 月 6 日（土）賀詞交歓会 浜須賀会館

10月 1 日（日）体育大会 香川小学校

11月 3 日（金）防災訓練 香川小学校
鶴が台団地スポーツ広場

11月1９日（日）市民集会 香川公民館
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各
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が
設
立

し
て
か
ら
早
い
も
の
で
五
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
足
並
み
は
完
全
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
各
地
区
の
活
動
が
少
し
づ
つ

進
捗
し
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
茅
ヶ
崎
地
区

と
海
岸
地
区
の
再
編
成
に
よ
り
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
茅
ヶ
崎
南

地
区
が
誕
生
し
、
全
十
三
地
区
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
十
二
地
区
の
ま
ち
ぢ
か

ら
協
議
会
と
一
地
区
の
自
治
会
連
合
会

で
構
成
さ
れ
新
し
い
＂ま
ち
づ
く
り
＂

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
を
よ
り
発
展
す
べ
く
拠
点

は
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
で
あ
る
と
の

自
覚
を
も
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
Ｗ
・
Ｔ
記
）

●�地域住民、茅ケ崎警察署、茅ヶ崎市役所
の連携による取り組みの主な例

・街頭キャンペーンでの周知啓発
・特殊詐欺防止チラシの高齢者世帯への配布
・�市役所における毎日１０時、１４時での庁
内放送の実施

・高齢者向け市主催事業での注意喚起
・防災行政用無線での注意喚起
・メール配信による注意喚起

本市を取り巻く振り込め詐欺の状況は、５月末現在、被害件数が５６件、被害金額は約１億�
２,３００万円となっており、既に昨年１年間の被害件数５１件を超え、被害金額約１億３,６００万
円に迫る勢いとなっており、県内最多（政令市を除く市町村）の被害となっています。

●市民まなび講座に防犯対策（振り込め詐欺）の講座を開設
・�８月より新規の講座として、今年は振り込め詐欺についての講座を開設しました。
●振り込め詐欺対策ＤＶＤによる注意喚起
・�振り込め詐欺の具体的な手口などが見られるＤＶＤによる注意喚起を行っています。
　【茅ヶ崎市役所安全対策課　電話�８２－１１１１】
　申し込みを希望する方は、市役所安全対策課へご連絡ください。

平成29年度まちぢから協議会連絡会委員

振 り込め詐欺に対する
　　　　　　　 取り組み

市 内の
    被害状況

編 集 後 記

小出
永澤 鐵男

鶴嶺東
小室 正明
（会計）

南湖
林　 申次

湘南
後藤 金蔵

（副会長）

南湖
三觜 健一

松浪
植松 伸

（副会長）

海岸
林　 正明

茅ヶ崎南
和田 高伸
（監事）

茅ヶ崎南
篠原 徳守

湘北
鈴木 健司

茅ヶ崎
河内　 昇

茅ヶ崎
関野　 保

湘北
小山 博美

松林
細田　 勲
（会長）

海岸
真野 宗直

小出
矢野 福徳
（監事）

浜須賀
古谷　 宏

松浪
前田　 積

小和田
中田 一夫

松林
滝本　 誠

鶴嶺西
小島 清計

鶴嶺西
弓達　 茂

小和田
新倉 昭人

浜須賀
青木 三郎

湘南
高梨　 勇

振り込め詐欺に
気をつけて！！

あなたも狙われています！

茅ケ崎警察署管内では 61件（約1.3億円）昨年同期比 ＋39件

各 地区に特にお伝えしたい新たな取り組み

・ 茅ヶ崎市役所
82-1111

茅ケ崎警察署
82-0110
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5,591万円

平成28年
１～５月

平成29年
１～５月 ※政令市除く

16件

約1億2,300万円
● 茅ヶ崎市の被害状況 ●

56件56件

県内ワースト
1位

県内ワースト
1位

県内
ワースト
3位
県内

ワースト
3位

被害金額被害金額
被害件数被害件数※

※

※５月末現在

鶴嶺東
熊澤 繁雄


